
 

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
会
報 

９
月 
各
集
落
の
お
祭
り
開
催 

 

９
月
は
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て
、
各
集
落
で
秋
祭
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

獅
子
舞
や
天
狗
、
面
被
り
に
扮
し
た
若
者
た
ち
が
、
獅
子
舞
等
を
各
神
社

に
奉
納
し
ま
し
た
。 

各
集
落
に
よ
っ
て
、
様
々
な
踊
り
や
儀
式
が
あ
り
、
小
さ
な
木
島
平
村
で

も
、
様
々
な
伝
統
文
化
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

10
月
13
日
（
土
）
い
～
な
か
交
流
フ
ェ
ス
タ
in
調
布 

 

10
月
13
日
（
土
）
姉
妹
都
市
の
調
布
市
に
お
い
て
、「
木
島
平
い
～
な
か
交

流
フ
ェ
ス
タ
」
in
調
布
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
木
島
平
村
の
芸
術
や
文
化
を
、
姉
妹
都
市
調
布
市
の

皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年
で
13
回
目
を
迎
え
約
７
０
０
名
の

来
場
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
年
は
、
例
年
と
少
し
嗜
好
を
変
え
て
、
木
島
平
村
の
四
季
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
、
躍
動
の
春
夏
は
鬼
島
太
鼓
が
、
秋
は
、
糠
千
神
楽
保
存
会
の
獅
子
が
、

冬
は
、
木
島
平
村
に
か
つ
て
あ
っ
た
城
に
雪
が
降
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

清
勧
会
が
踊
り
で
表
現
し
ま
し
た
。 

終
了
後
は
、
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
ホ
テ
ル
パ
ノ
ラ
マ
ラ

ン
ド
木
島
平
の
ペ
ア
宿
泊
券
や
木
島
平
米
10

kg
な
ど
豪
華
賞
品
が
当
た
っ
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

来
年
は
、
調
布
市
で
10
月
に
国
体
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、
時
期
を
ず
ら
し

て
11
月
上
旬
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

         

○
８
日
（
土
） 

 

柳
久
保
（
伊
勢
神
社
） 

 

西
町 

（
高
山
神
社
） 

 

市
之
割
（
豊
島
出
神
社
） 

○
15
日
（
土
） 

 

糠
千
（
金
山
神
社
） 

 

大
町
・
中
町
（
安
国
神
社
） 

 

南
鴨
（
豊
足
穂
神
社
） 

 

西
小
路
・
中
島
（
水
穂
神
社
） 

 

原
大
沢
（
伊
勢
神
社
） 

 

稲
荷 

（
稲
荷
社
） 

 

内
山 

（
八
幡
神
社
） 

○
16
日
（
日
） 

 

庚 
 

（
猿
田
彦
神
社
） 

 

平
沢 

（
熊
野
神
社
） 

 

小
見 

（
三
社
神
社
） 

 

○
22
日
（
土
） 

 
高
石
（
譽
田
別
神
社
） 

 

中
村
（
一
川
谷
大
元
神
社
） 

 

北
鴨
（
豊
秋
津
州
神
社
） 

平
成
24
年
10
月
18
日
発
行 

 

会
報 

第
112
号 

高石の獅子舞 

小見の天狗 



 

ふ
る
さ
と
の
思
い
出
～
カ
ジ
カ
突
き 

東
京
都
八
王
子
市 

土
屋
芳
雄
（
北
鴨
出
身
） 

 

昭
和
39
年
高
校
卒
業
、
直
ぐ
に
東
京
に
行
き
ま
し
た
。
８
月
に
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
が
始
ま
り
、
10
月
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
、
11
月
所
得
倍
増
を
掲
げ

た
池
田
内
閣
総
辞
職
の
年
で
す
。
就
職
先
は
東
京
都
庁
で
し
た
。
時
代
の
せ

い
で
し
ょ
う
か
、
学
生
服
の
ま
ま
職
場
に
行
き
ま
し
た
。
先
輩
達
は
優
し
く

受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
翌
年
に
は
夜
間
大
学
に
も
行
け
、
卒
業
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
中
央
卸
売
市
場
、
渋
谷
区
役
所
に
勤
務
し
、
定
年
退
職
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
結
婚
し
、
３
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
、
今
は
家

庭
菜
園
、
テ
ニ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
通
う
毎
日
で
す
。 

さ
て
、
小
学
生
２
～
３
年
生
の
頃
の
夏
休
み
。
馬
曲
川

で
の
川
遊
び
が
楽
し
み
で
し
た
。
私
の
住
む
北
鴨
区
の
遊

び
場
は
、
か
な
り
遠
く
馬
曲
川
か
ら
田
ん
ぼ
の
用
水
路
へ

の
取
り
入
れ
口
付
近
。
そ
こ
に
は
大
き
な
岩
が
あ
り
、
１

ｍ
程
の
淵
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
岩
か
ら
何
回
も
何
回
も

飛
び
込
ん
で
遊
び
ま
し
た
。
飽
き
る
と
今
度
は
カ
ジ
カ
突

き
で
す
。
手
作
り
の
箱
眼
鏡
で
水
中
を
覗
き
、
木
綿
針
３

～
４
本
を
竹
の
先
端
に
結
え
つ
け
た
モ
リ
で
カ
ジ
カ
を

突
い
て
捕
ま
え
る
の
で
す
。
ガ
ラ
ス
を
通
し
て
見
る
水
中
の
カ
ジ
カ
は
実
物

よ
り
大
き
く
見
え
ま
す
。
か
な
り
大
物
を
仕
留
め
た
と
思
い
、
ド
キ
ド
キ
し

獲
り
込
ん
で
見
る
と
、
そ
れ
程
で
も
な
い
こ
と
も
こ
の
体
験
で
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
当
時
、
カ
ジ
カ
は
子
供
で
も
獲
れ
る
ほ
ど
沢
山
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
１
０
０
ｍ
程
上
流
に
は
内
山
区
の
遊
び
場
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時

は
他
の
区
の
子
供
と
は
遊
び
ま
せ
ん
。
他
の
遊
び
場
に
行
く
こ
と
は
タ
ブ
ー

で
し
た
。
そ
れ
で
も
夕
方
、
誰
も
い
な
く
な
っ
た
遊
び
場
に
恐
る
恐
る
探
検

に
行
く
の
で
す
。
上
流
の
遊
び
場
は
水
深
も
あ
り
、
広
さ
も
十
分
で
７
～
８

ｍ
は
泳
げ
ま
す
。
水
中
に
潜
る
と
見
た
こ
と
も
な
い
赤
い
斑
点
の
あ
る
魚
が

数
匹
泳
い
で
い
る
の
で
す
。
毎
日
、
こ
こ
で
遊
べ
る
内
山
区
の
子
供
た
ち
が

う
ら
や
ま
し
か
っ
た
も
の
で
す
。
夏
休
み
明
け
、
日
焼
け
で
背
中
の
皮
が
２

～
３
回
剥
け
変
わ
り
一
段
と
逞
し
く
な
り
、
元
気
に
学
校
に
戻
り
ま
し
た
。

い
つ
か
ま
た
、
馬
曲
川
の
カ
ジ
カ
に
会
い
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

集
い
「
竹
馬
の
友
」 

埼
玉
県
桶
川
市 

土
屋
辰
志
（
北
鴨
出
身
） 

眼
下
に
は
木
島
平
田
ん
ぼ
が
緑
に
彩
ら
れ
て
い
る
、
そ
の
ほ
ぼ
中
央
に
学

び
舎
が
懐
か
し
。
木
島
平
産
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
「
村
長
の
太
鼓
判
」
が
今
年
も

作
付
け
ら
れ
す
く
す
く
と
成
長
し
て
い
る
景
色
を
、
こ
こ
「
パ
ノ
ラ
マ
ラ
ン

ド
木
島
平
」
か
ら
視
る
美
し
い
眺
め
だ
。 

昨
年
の
同
じ
時
期
に
も
こ
の
場
所
に
立
っ
て
い
た
、
二
年
続
け
て
開
催
さ

れ
た
同
級
会
に
参
加
す
る
た
め
に
、
特
に
今
年
は
監
事
を
押
し
付
け
ら
れ
主

催
側
の
一
役
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

木
島
平
中
学
校
を
昭
和
30
年
度
卒
業
（
一
組
）

し
た
仲
間
の
集
い
、
あ
れ
か
ら
半
世
紀
余
も
経
ち

古
来
希
と
言
わ
れ
た
「
古
希
」
も
昨
年
迎
え
、
顔

に
は
そ
れ
ぞ
れ
生
き
て
き
た
歳
の
数
だ
け
皺
も
刻

ま
れ
て
い
る
が
、
こ
ぞ
っ
て
元
気
な
後
期
高
齢
者

の
「
竹
馬
の
友
」
た
ち
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
仲

間
に
は
都
合
が
合
わ
な
か
っ
た
人
や
体
調
を
崩
し

て
い
る
人
も
い
た
、
で
も
ク
ラ
ス
の
半
数
以
上
が

今
回
も
集
え
た
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
い
。
な
か
で

も
50
年
振
り
に
再
会
で
き
た
“
顔
”
名
前
を
聞
け

ば
直
ち
に
幼
き
頃
の
顔
と
重
な
る
か
ら
不
思
議
だ
！
宴
会
も
無
論
の
こ
と
最

高
に
盛
り
上
が
っ
た
、
余
興
も
二
次
会
の
カ
ラ
オ
ケ
も
は
た
ま
た
生
き
様
を

語
る
“
し
ゃ
べ
く
り
”
も
夜
を
徹
し
た
も
の
だ
っ
た
。 

朝
食
の
ご
飯
が
と
て
も
美
味
し
い
。
木
島
平
産
米
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
食
味

分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
を
受
賞
し
た
実
績
は
こ
の
地
に
生
ま
れ
育
っ
た

者
と
し
て
世
間
に
誇
れ
る
。
も
う
一
つ
誇
れ
る
物
が
有
る
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

「
太
陽
の
子
ど
も
達
」
だ
、
小
松
荘
平
氏
は
同
級
生
で
「
食
彩
市
場
た
る
川
」

の
責
任
者
、
彼
か
ら
勧
め
ら
れ
今
は
す
っ
か
り
愛
飲
家
だ
！
人
か
ら
も
喜
ば

れ
て
い
る
。
お
お
い
に
郷
土
の
食
材
を
宣
伝
し
よ
う
。 


